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自分の考えをもつこと

日常生活や社会生活と結び付けること

話すこと・聞くこと領域
・日常生活や社会生活にかかわることについて話 こと
・相手や場に応 て自分の考えを話 こと
・表現の工夫を評価 て聞き、自分の考えをもつこと

１３

関 るつま き解消 向けた系統的 取組

洲本市立青雲中学校の実践

相手や場に応 て話 方を考えて話 、相手の表現か 自分
の考えを いものに うに聞く と第3学年

相手の立場や考えを理解 、互いの発言を検討 て自分の考
えを広 と第2学年

状況に応 て話を構成 て話 、自分の考えとの共通点・相
違点を整理 て聞く と第1学年
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− −

・状況 応 自分の考えをま 伝
わ や い手法を 話

い
・聞いた内容 自分の考えを い

の い

・社会的 日常的 事象 い 資料
や事実 自 の考えを深 相手や
場 応 話

・相手の話の内容や表現 自分の考え
を深 う聞く

１４

・自分の意見を明確 相手の意見を
予想 話 い
・相手の最 伝えたい 注意 自
分の考えを う 聞く
い

・相手 の反論・意見を踏まえ 自分
の考えを話

・相手の話の要点を聞 取 自分の考
え 比較

・出来事・事実を踏まえ 自分の考え
をま 話 い
・相手の伝えたい の内容を 取

理解 う聞く
い

・自分の体験・資料 自分の考え
をま 適切 言葉 話

・会話の要点を 取 聞く

テーマを決めた上 ワー シート 自分の立場
意見の内容を整理
→テーマ 根拠を明示 伝わ や く
→考え せたい視点 沿 意見を交流 合う う

自分の考えをま め 段階 ループ の交流を取
入
→新た 考えを得た 自分の考えを客観的 見直 た う

つま き解消 向けた取組の視点
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− −１５

話すこと・聞くこと
第1学年 状況に応 て話を構成 て話 、自分の考えとの共通点・相違点を整

理 て聞くこと

・自分 意見を明確 体験・資料 事実 基 い 意見を発表 こ う

・相手 発表 際 必要 応 を取 相手 伝えたいこ 注意 聞くこ
う

話 側に情報量の過不足 あ 聞く側にも情報をく 取 姿勢に不
足 あ

話題や方向性を捉えて話し合おう
話題や方向性を捉え 話 合 う 光村図書

単元名

論
題
：
学
校

昼
食

弁
当

良
い

賛
成

反
対

　

弁
当

い

思
う

自
分

好

も

入
っ

い

好

量

け
食
べ

家

人

愛

情

感

い

思
い

ぜ

自
分

好

も

入
っ

い

嬉

い

食
べ

い

楽

い

給
食

残

い
け

い

食

べ

い

思
っ

時

つ

い

弁
当

残

も
大
丈
夫

頑
張
っ

作
っ

く

い

家

人

姿
を

愛
情

感

情報量 多く 聞
や い発言
い聞く側 を

取 い い

目標 集 た情報を整理 自分 発信 た情報 説得力を う 話
を取 こ 相手 伝えたいこ 要点を逃さ 聞く

内容 ・自分 意見 合 た資料を集
・伝えたい内容を整理
・模擬 ィベー を行い 話 方・聞 方を確認

閣

閣

閣

話す側に情報量の過不足があ 聞く側にも情報をくみ取
姿勢に不足があ

・自分 意見を具体的 話 合い等 自分 意見を整理 伝え こ い
・相手 意見を踏まえ 自分 考えを こ い

相手や場 応 自分 考えを工夫 話 相手 表現
自分 考えを い う 聞くこ い

つ の実態

話題や方向性を捉えて話し合おう

登場人物 立場を理解 心情を話
合 う

言葉 響 やリズ を味わい 朗
読 う

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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− −１６

ワー シー を用い 集めた情報をま め 意見や根拠 し 発言の内容を整理させ
活動 らい▶・伝え いこ 基 い 情報 い う を検討す こ

・テーマ い 意見を一致 う 立論文の骨子を班員全員 考え
・立論したものを軸 し 意見や予想さ 反論を考え
・相手の発言を想定し 考え パターンをすべ 書

期待さ 生徒の姿
生活体験や資料 考え 自分の
意見を書 班内 意見交換をす
こ 資料の え方や自分
の意見を深 こ

ワー シート

ィベー 本番 向け ループ 練習し 情報の提示のしかた 相手を説得させ ため
の発言 っ い か うかを検討す 活動を取 入

期待さ 生徒の姿
・反対の立場 の意見 考え こ

の う 意見を提示す ば相手
を納得させ いう見通しを
こ

・検討を通し 自分の発言を客観的
振 返 ィベー 反映させ こ

深い学び

ループでの練習

※個々の情報 け く 骨
子 情報 反論 意見

い う
い 検討す

先 結論を述べ 順序を表す接続語を使
い 伝え いこ わ やすい

逆の立場 聞
く その情報
納得し い 思う

活動 らい▶・相手を説得す の話の構成や内容 い 理解を深 こ

・逆の立場 立 聞 説得させ 内容 い う を検討させ
・グループ 検討す 前 既習事項を想起させ 構成 情報量 話し方 等 検討す 視点を確認
す

※情報量 多す 主張 伝わ こ を確認す

Title:13-20_青雲中.eca Page:5  Date: 2017/06/29 Thu 14:03:38 



− −１７

話すこと・聞くこと
第2学年 相手の立場や考えを理解し、互いの発言を検討して自分の考えを広

る と

・自分 意見を具体的 考え ICT機器等を活用 自分 考えを 発表 う
・人 意見を聞い そ 思いを尊重 互い 立場 理解を示 幅広い視野 物事を考え

う

・自分の意見を具体的 し 話し合い等 自分の意見を整理し 伝えるこ い
・相手の意見を踏まえ 自分の考えをもつこ い

登場人物の立場を理解し 心情を話し合おう
平家物語 光村図書

目標 相手 立場や考えを理解 互い 発言を検討 自分 考えを広
内容 ・自分 意見を話 言葉

・自分 同 意見を聞い 考えを
・逆 立場 意見を聞い 考えを深
・両方 立場 意見を聞 自分 考えを広

単元名

問　

射
倒
す

あ

与
一

男
を

射

こ

つ
い

あ

射

言
っ

人
の
気

持

を
考
え

現
代
語
の
話
し
言
葉

書

さ
い

・
与
一

見
事
敵
を
射

命
中
し

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

嬉
し
い

生
徒

寂
惹

弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱
弱

情
け

し

言
っ

人
の
気
持

を
考
え

現
代
語
の
話

し
言
葉

書

さ
い

・
無
回
答

文
末
の
み
…

あ

寂
惹

弱
弱
弱
弱

　
　
　
　
 

生
徒

扇
の
的

自分 同 立場
あ あ 程

度書 内
面 深く 考
え い い
た 自分 意
見 く っ

う  生徒1

書 た
自分 逆 立

場 書
い 伝え
い
生徒2

閣

閣

閣

話 側 情報量 過不足 あ 聞く側 情報をく 取
姿勢 不足 あ

・自分の意見を具体的 し 話し合い等 自分の意見を整理し 伝えるこ い
・相手の意見を踏まえ 自分の考えをもつこ い

相手や場 応 自分 考えを工夫 話 相手 表現
自分 考えを い う 聞く い

つまず の実態

話題や方向性を捉え 話 合 う

登場人物 立場を理解 心情を話
合 う

言葉 響 やリズムを味わい 朗
読 う

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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− −１８

項目を示したワークシートを用い 発表する内容をま めさせる
活動 らい▶・あ 話 内容 整理 考え 話 内容 一貫性 せ

・観点 揃え 話 合い い 考え 深

各自 意見を考えた後 立場を明確にし 考えを交流する活動を行う
活動 らい▶・立場 意見 違い 比較 自分 考え 反映させ

・ 誰 立場 よう 意見を言っ いる を整理 るよう 指示 る
・考えを比較さ たい時 必要 応 生徒 発表用ワークシートをスクリーン 投影 る

期待さ 生徒の姿
・話 合い 中 同 意見 聞
く っ 考え ま

・逆 立場 意見 聞く 自
分 考え 広 う

考えの交流
同 立場 考え方 違い
あ あ

ワークシート 立場 気
持 考え い 逆 立場
言い い くわ

期待さ 生徒の姿
自分 立場 明確 話 合い 際

同 立場 表現 工夫 逆
立場 考え方 違い 学ぶ

発表を る際 原
稿を読ま 自分 言
葉 説明 るよう 指
示 る

テ
ー
マ

射
倒
す

あ

与
一

男
を
射

こ

つ
い

あ

射
た

言
っ
た
人

気
持
ち

・
舞
っ

い

者

射

こ

与
一

腕

す

し
い

情
け

し

言
っ
た
人

気
持
ち

・
敵

い
っ

こ

側

腕
を
認

く

い

人

ひ

い
こ

自
分

ち

立
場

近
い
か

・
２

立
場

賛
成
与
一

腕
を
認

く

殺
し

し
ま
う

あ
ま

ひ

い

思
っ

ワークシート

意見 使っ 自分
考え 書 加え う
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－ －１９

話すこと・聞くこと
第3学年 相手や場に応 て話 方を考えて話 、相手の表現か 自分の考えを

いものに うに聞くこと

・自分たちを動画 確認 そ 場 何度 振 返 をす こ 抑揚や目線 身ぶ を工
夫 よ 伝わ よう 話 方を変え こ よう

・繰 返すこ 自分たち 言葉 根拠や意味を深く考え 話 方・聞 方を工夫す よ
う

相手や場 応 自分の考えを工夫 話 相手の表現 自分の
考えを いもの う 聞くこ い

言葉の響 やリズムを味わい 朗読 う
初恋 光村図書

目標 島崎藤村 初恋 を朗読 藤村 恋人へ 想いを恋文 交流 合う
内容 ・藤村 恋人へ 想いを考え

・昭和初期 時代 合 た言葉を書 出す
・恋文を く ループ 交流す
・自分 発表す 姿を動画 確認 振 返

単元名

全国学力・学習状況調査 思考力・判断
力・表現力 育成を た授業 構築 課
題 あ 主体的・対話的 深い学び

た 授業 構築を図 必要 あ ICT
活用等を推進 言語活動 充実 コミュニ
－ション能力 育成を図 こ 大 課題

い

閣

閣

閣

話す側 情報量 過不足 あ 聞く側 情報をく 取
姿勢 不足 あ

・自分 意見を具体的 話 合い等 自分 意見を整理 伝え こ い
・相手 意見を踏 え 自分 考えを こ い

相手や場 応 自分の考えを工夫 話 相手の表現
自分の考えを いもの う 聞くこ い

つま の実態

話題や方向性を捉え 話 合おう

登場人物 立場を理解 心情を話
合おう

言葉の響 やリズムを味わい 朗
読 う

学習内容 単元名

第1学年

第2学年

第3学年
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－ －２０

説明してい 様子や話し合いの様子を動画撮影し 動画を見なが 振 返 を行う活動を取 入

期待さ 生徒の姿
ワー シート 自分 ー

感 こ 書い い
交流後 振 返
動画 修正箇
所 分析 自分 意見 反
映 こ

活動 らい▶・内容や話 方 い 場 振 返 考え こ 自身 発表内容や話 方 い
こ 相手へ 聞 方 深 こ

・何 つい 振 返 の 視点を明確 く
・タブレット等 撮影 た 確認 た こ を日常的 行い 自分の姿を客観的 見直 こ 慣
させ

巻 戻 確認 友達 いい
思 表現 自分 発表 い こ

自分の意見を改善 際 も もう一度動画 見たい場合 あ ば 確認させ 必要 応 動画を
見 全体 修正箇所 つい 話 合う活動を取 入

振 返 を通した改善

期待さ 生徒の姿
タ ット 動画機能 使うこ

黒板 読 い 姿 提示さ
発表者 聞 側 同時

映像 確認 ま
再生 拡大

発表内容や話 方等振 返
い内容 焦点化さ 改善方法
話 合うこ

自分 姿 客観的 見 自分
考え 一方的 話 相手 う
感 意識 い い あ

こ 考え方 自分
あ 原稿 読ま
聞 手 考え 間

取 わ や
い …

動画を用いた振 返
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